
諮問番号 学　種 区　分 諮　　問　　事　　項 認可等年月日 指令番号

第４３７号（１） 廃止認可 清田幼稚園の廃止認可について 令和7年6月25日 学事第501号

第４３７号（２） 廃止認可 のぞみ幼稚園の廃止認可について 令和7年6月16日 学事第501号

第４３７号（３） 法人解散認可 学校法人のぞみ学園の解散認可について 令和7年6月16日 学事第501号

第４３７号（４） 中学校 廃止認可 武修館中学校の廃止認可について 令和7年11月7日 学事第501号

第４３７号（５） 高等学校
広域の通信制課
程の学則変更認
可

札幌静修高等学校通信制課程（広域）の学則変更認可
について

令和7年7月15日 学事第501号

第４３７号（６） 準学校法人寄附行為認可 学校法人多文化共生学園の寄附行為認可について 令和7年6月16日 学事第501号

第４３７号（７） 設置認可 おたる国際福祉・観光専修学院の設置認可について 令和7年6月16日 学事第501号

第４３７号（８） 設置認可 札幌情報ＩＴクリエイター専門学校の設置認可について 令和7年10月10日 学事第501号

第４３７号（９） 設置計画
（仮称）札幌ＡＩ・ＩＴ＆公務員＆ｅｰスポーツ・マンガ・アニメ
専門学校の設置計画について

令和7年6月16日 学事第501号

第４３７号（10） 設置計画 （仮称）札幌動物・看護専門学校の設置計画について 令和7年6月16日 学事第501号

第４３７号（11） 目的変更認可 札幌医療秘書福祉専門学校の目的変更認可について 令和7年6月16日 学事第501号

第４３７号（12） 廃止認可 駒沢看護専門学校の廃止認可について 令和7年6月16日 学事第501号

第４３７号（13） 廃止認可
函館短期大学付設調理製菓専門学校の廃止認可につ
いて

令和7年10月10日 学事第501号

前回（令和7年6月11日）答申の処理状況

幼稚園

専修学校

資料 １



諮問番号 学　種 区　分 諮　　問　　事　　項

第1278号（1） 幼稚園 定員減認可 認定こども園杉の子幼稚園の定員減認可について

第1278号（2） 幼稚園 定員減認可 駒沢幼稚園の定員減認可について

第1278号（3） 幼稚園 廃止認可 千歳わかば幼稚園の廃止認可について

第1278号（4） 中学校 設置認可 まおい学びのさと中学校の設置認可について

第1278号（5） 高等学校
広域の通信制課程
の学則変更認可

クラーク記念国際高等学校（広域の通信制課程）の学則
変更認可について

第1278号（6） 高等学校
広域の通信制課程
の学則変更認可

北海道芸術高等学校（広域の通信制課程）の学則変更
認可について

第1278号（7） 高等学校
収容定員に係る学
則変更認可

函館ラ・サール高等学校の定員減について

第1278号（8） 準学校法人 寄附行為認可 学校法人ＵＺＵＺ
ウ ズ ウ ズ

の寄附行為認可について

第1278号（9） 専修学校 設置者変更認可 旭川医療秘書専門学校の設置者変更認可について

第1278号（10） 準学校法人 寄附行為認可
学校法人フダアカデミージャパンの寄附行為認可につい
て

第1278号（11） 各種学校 設置認可 札幌インターナショナルスクールの設置認可について

第1278号（12） 専修学校 課程廃止認可 苫小牧高等商業学校の専門課程廃止認可について

第1278号（13） 専修学校 設置者変更認可 遠軽服装専門学校の設置者変更認可について

第1278号（14） 専修学校 廃止認可 遠軽服装専門学校の廃止認可について

第1278号（15） 各種学校 廃止認可 札幌井上速算学校の廃止認可について

令和７年度第２回私学審議会諮問事項一覧

資料 ２



諮問第１２７８号（１）

基準・備考

1 認定こども園杉の子幼稚園

2 余市郡余市町黒川町15丁目２-２

3
学校法人　余市杉の子学園
理事長　　庄　佳織

4 令和8年4月1日

5 　就園幼児数の減少のため

現　行 　１６０人（６学級） 　　　適　・　否

変　更 １２０人（６学級）

【基準】
 収容定員70人以
上
 １学級35人以下

設　置　者

変 更 の 時 期

変 更 の 理 由

6
変　更

内　容

幼稚園の収容定員に係る園則変更認可（定員減）について

区分 申請の内容

名　　　称

位　　　置



諮問第１２７８号（２）

基準・備考

1 駒沢幼稚園

2 岩見沢市６条西１８丁目１番地

3
学校法人　駒沢岩見沢学園
理事長　　佐藤　有

4 令和8年4月1日

5 　就園幼児数の減少のため

現　行 　１５０人（８学級） 　　　適　・　否

変　更 １１０人（８学級）

【基準】
 収容定員70人以
上
 １学級35人以下

設　置　者

変 更 の 時 期

変 更 の 理 由

6
変　更

内　容

区分

名　　　称

位　　　置

幼稚園の収容定員に係る園則変更認可（定員減）について

申請の内容



諮問第１２７８号（３）

基準・備考

1 千歳わかば幼稚園

2 千歳市富士２丁目５番６号

3
学校法人　富士学園
理事長　　田中　邦子

4 昭和47年11月29日

5 知事の認可日

6 園児数減少に伴う幼稚園の廃止

7
令和３年４月からの休園に伴い、令和３年３月末を
もって全園児が卒園または転園済

　　　適　・　否

8
令和３年４月からの休園に伴い、令和３年３月末を
もって全教職員が配置転換または退職済

　　　適　・　否

9
園地・園舎１棟は、幼稚園の廃止認可後、令和７年度
中に売却予定

　　　適　・　否

10
千歳市勇舞１丁目４番１号
学校法人　富士学園
電話　0123-23-2200

　　　適　・　否
指導要録等

の保管

校地校舎等
の処置

教職員の処遇

園児の処遇

幼稚園廃止認可について

設置認可年月日

廃止の時期

廃止の理由

区分

名　　　称

位　　　置

設　置　者

申請の内容



中学校の設置認可について 

 

 　諮問第１２７８号（４）

区　　分 申 請 の 内 容 基準・備考

１ 名　　　称 　まおい学びのさと中学校

２ 位　　　置 　夕張郡長沼町東２線北15番地

３ 設 置 者 名 　学校法人学びのさと自由が丘学園　理事長　細田　孝哉

４ 目　　　的   中等教育段階において感情、知性、人間関係の自由を保障し、主体的・体

験的・協同的な学びを通して、幸福で成熟した市民を育てることを目的とす

る。

５ 設 置 時 期   令和８年４月１日

６ 課程・学科  修業年限 １年 ２年 ３年 計 適　・　否 

　 修 業 年 限   収容定員 20 20 20 60 【基準】 

   収 容 定 員  ３年 学級数 1 1 1 3 ・一学級40人以下 

  授業時数 1,015 1,015 1,015 　 ・同学年による学級

       編制 

７ 教職員組織 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                （人） 適　・　否 

 職種 校　長 副校長 教　頭 教　諭 講　師 養護教諭 事務職員 合　計  【基準】 

 人数 1 1 0 9 2 1 3 17  ・教頭(または副校長) 

(1) (1) (3) (0) (1) (2) (8)  ・教諭 3人以上 

※（　）は兼任で内数

８ 校　　　地  面　積　23,575㎡　（長沼町から無償借用、期間：20年） 適　・　否 

 運動場　17,599㎡　（内数） 【基準】 

・運動場　3,600㎡

９ 校　　　舎  ＜面積＞　校　舎    1,857㎡       （長沼町から無償借用、期間：20年） 適　・　否 

           体育館　　1,268㎡ 【基準】 

 ＜構造＞　３階建　鉄筋コンクリート造　 ・校　舎　1,620㎡ 

 ＜教室等＞     　（小学校と共有） 

普通教室 特別教室 職員室 保健室  図書室 その他 
計

 ・体育館    966㎡

(専3室) (共4室) (専1室) (共1室) (共1室) (共有)

194.4㎡ 480.7㎡ 32.4㎡ 38.9㎡ 64.8㎡ 1,045.8㎡ 1,857㎡

10 校具・教具   校具・教具　952 点　　　　図書　4,200 冊 適　・　否

11 経 費 及 び   生徒納付金及びその他収入をもって充てる。 適　・　否 

    維 持 方 法

   納付金については、以下のとおり  　　　　　　　　        　 （円）

区　　分 入学金    授業料(１ヶ月) 施設維持費(１ヶ月)  

 金　　額 200,000           35,000 10,000

  ※内部進学者は入学金免除



高等学校（広域通信制課程）の学則変更認可について 

 

 　諮問第１２７８号（５）

区　　分 申 請 の 内 容 基準・備考

１ 名　　　称 　クラーク記念国際高等学校

２ 位　　　置 　深川市納内町３丁目２番40号

３ 設　置　者 　学校法人創志学園　理事長　増田　哲也

４ 変更の時期   令和７年１２月１日

５ 変更の理由  生徒にとってよりよい教育環境を提供することを目的として、通信教育連携

協力施設を新設するため。

６ 変 更 内 容 （１)通信教育連携協力施設の新設 適　・　否 

    （ア）学習センター

  施設名 定員(人) 校　舎 【基準】 

  帯広キャンパス 40 401.0㎡  鉄骨造 ・私立高等学校(通信制 

  （北海道帯広市） (教室、保健室、職員室、図書室)   の課程）審査基準 

   池袋キャンパス 40 346.9㎡  鉄筋コンクリート造  

  （東京都豊島区） (教室、保健室、職員室、図書室)  

                                          

 （２）通信教育連携協力施設の収容定員の変更

 （ア）学習センター

                   
施設名

       定　員（人）

変更前 変更後

 札幌白石キャンパス（北海道札幌市） 450 410

 東京キャンパス（東京都新宿区） 960 920



高等学校（広域通信制課程）の学則変更認可について 

 

 　諮問第１２７８号（６）

区　　分 申 請 の 内 容 基準・備考

１ 名　　　称 　北海道芸術高等学校

２ 位　　　置 　余市郡仁木町東町５丁目４番１号

３ 設　置　者 　学校法人恭敬学園　理事長　坂井　直樹

４ 変更の時期   令和８年４月１日

５ 変更の理由  教育の多様化に対する対応、持続可能な教育の提供のため。

６ 変 更 内 容 （１)学期の変更 適　・　否 

    　　２学期制→１学期制

 （２）面接指導等実施施設の収容定員の変更 【基準】 

 　　 ・私立高等学校(通信制 

            施設名    定員(人)             備考   の課程）審査基準 

      福岡芸術高等学校 (変更前)　0  連携内容に面接指導等を追加する

        （福岡県福岡市） (変更後)100 ため、新たに収容定員を設定

      東北芸術高等専修学校  (変更前)250  近年の在籍生徒数の状況より

      （宮城県仙台市） (変更後)200

    愛知芸術高等専修学校 (変更前)700  近年の在籍生徒数の状況より

      （愛知県名古屋市） (変更後)650

    ※総収容定員に変更なし

 

  （３）学費の変更

   授業料（１単位あたり）　１２，０３０円　→　１８，５００円



高等学校の収容定員に係る学則変更認可（定員減） 

 

 諮問第１２７８号（７）

区　　　分 申　　　請　　　の　　　内　　　容

１ 名　　　　　　　称  函館ラ・サール高等学校

２ 位　　　　　　　置  函館市日吉町１丁目１２番１号

３ 設 置 者  学校法人函館ラ・サール学園　理事長　ロドリゴ・テレビニョ

４ 変　更　の　時　期  令和８年４月１日

５ 変　更　の　理　由  過去３年間の入学状況を鑑み定員の適正化を図るため。

６ 変 更 内 容                                      　　　　　        　　　　　  （人） 

 区　分 １学年 ２学年 ３学年 合　計

 
普通科

現　行 １３５ １３５ １３５ ４０５

 変更後 １２０ １２０ １２０ ３６０

              



学校法人の寄附行為認可について 

 

 　諮問第１２７８号（８）

区　　分 申 請 の 内 容 基準・備考

１ 名　　　称  学校法人　ＵＺＵＺ
う ず う ず

２ 所　在　地  旭川市９条１１丁目２１９１番１６

３ 目　　　的  この法人は、教育基本法及び学校教育法に従い、学校教育を行い、高い人間

 性によって地域創生に貢献しながらウズウズ（活き活きと）働く人材を育成

 することを目的とする。

４ 設 置 す る  
旭川医療秘書専門学校

　　 学　校　名

５ 役　　　員  理　事：５名（任期：４年）　【理事長予定者：岡本　啓毅】 適　・　否 

 【基準】 

 監　事：２名（任期：６年） 理事:5名以上 

監事:2名以上

６ 評　議　員  定　数：６名（任期：６年） 適　・　否 

 【基準】 

評議員：理事を

超える数

７ 財　　　産  資産総額　24,288,732円 適　・　否

 　 基本財産　 4,288,732円（校舎、教育用機器等）※取得後

　 運用財産　20,000,000円（預貯金）

８ 予算の概要                                                        　　　（単位：千円） 適　・　否 

収　　入 支　　出 【基準】 

令 ・生徒納付金収入　　　56,280 ・教職員人件費　　　 35,760 収支の均衡 

和 ・寄付金収入　　　　　20,000 ・事業運営費　　　　 17,248  

８  ・翌年度繰越資金　　 23,272  

年   

度   

    計        　　 　 76,280     計        　　   76,280

令 ・前年度繰越資金　　  23,272 ・教職員人件費 　　  35,760 

和 ・生徒納付金収入　　　58,860 ・事業運営費　　　　 17,847 

９  ・翌年度繰越資金 　　28,525 

年   

度   

    計          　　  82,132     計        　　   82,132

令 ・前年度繰越資金 　　 28,525 ・人件費　　　　　　 35,760 

和 ・生徒納付金収入　　  62,880 ・事業運営費　　　　 19,043 

10  ・翌年度繰越資金  　 36,602 

年   

度   

    計          　　  91,405     計         　　  91,405 



専修学校の設置者変更認可について 

 

 　諮問第１２７８号（９）

区　　分 申 請 の 内 容 基準・備考

１ 名 　称 旧  旭川医療秘書専門学校 適　・　否 

 

 新  同上（変更なし） 【基準】

 変更後の設置者が、

 ２ 位 　置 旧  旭川市９条１１丁目左３号  原則として学校法人

  であること

新  旭川市９条１１丁目２１９１番１６（住居表示に変更）

 旧  学校法人　旭川宝田学園　  理事長  五十嵐　敦子

３ 設置者名

新  学校法人　ＵＺＵＺ 　理事長　岡本　啓毅
う ず う ず

   少子化、入学者の減少などにより、将来の経営が懸念される状況であっ

４ 変更の理由  た当該専修学校の開学の精神を引き継ぎつつ、ＩＴ技術を取り入れた医 

 療事務職の育成や、地域をけん引する人材の育成、地域の活性化に寄与 

 できる専門学校の開校について旧設置者に提案、了承を得たため、新た 

 に学校法人を設立し、設置者を変更するもの。

 
課程

 
学　科　名

 
分　　野

 
昼夜

修業 収 容 定 員 適　・　否 

 年限 1年 2年 計 学級数  

５ 専修学校の概要
専門

 
医療秘書科

 
商業実務 昼

 
２年

 
40
 

40
 

80
 

2
 【基準】 

 設置者変更の前後に

計 40 40 80 2  おいて、学校の同一

 性を有すること

   学校の経営に要する費用は、基本財産、並びに運用財産中の不動産及び

６ 経 費 及 び 維 持 方 法  積立金から生じる果実、授業料収入、入学金収入、検定料収入その他運 

 用財産をもって支弁する。

７ 変更の時期  令和８年４月１日

８ 備　　　 考

 

 

 



学校法人の寄附行為認可について 
 

 　諮問第１２７８号（10）

区　　分 申 請 の 内 容 基準・備考

１ 名　　　称  学校法人　フダアカデミージャパン

２ 所　在　地  札幌市東区北２６条東３丁目１番３５号

３ 目　　　的  本法人は、教育基本法及び学校教育法に従い学校教育並びにこれに関連する
 事業を行い、次の目的を達成することを使命とする。

 　１．日本人学生及び外国人学生が他文化的な生活様式を理解し、尊重する
 　　　ことを支援すること。

　２．外国人学生に対して、日本の文化及び日本語を学ぶ機会を提供するこ
 　　　と。

 　３．日本人学生に対して、国際的な文化を学ぶ機会を提供すること。
 　４．日本社会における多文化共生と相互理解を促進すること。

　５．保健、体育、スポーツ、文化及び人道的活動の分野において、日本の
 　　　学校及び各種団体と協力すること。

 　６．日本社会知緒国際社会との架け橋となること。
　７．幼稚部、初等部及び中等部の各課程を修了した児童生徒に対し、認定

 　　　された国際的なディプロマを授与すること。
　８．学校又は本法人が実施する課程、講座を履修し、要件を満たした者に
　　　対し、研修証明書等を授与すること。

４ 設 置 す る  
札幌インターナショナルスクール　　 学　校　名

５ 役　　　員  理　事：５～９名（任期：４年）　【理事長予定者：堀部　真里】 適　・　否 
 【基準】 
 監　事：２名（任期：６年） 理事:5名以上 

監事:2名以上

６ 評　議　員  定　数：６～１０名（任期：５年） 適　・　否 
 ※ただし、理事の定数を超える数とする。 【基準】 

評議員：理事を
超える数

７ 財　　　産  　資産総額　　　　325,116,345円 適　・　否
 　 基本財産　  　  255,116,345円（校地・校舎、教具備品等）

　 運用財産　  　   70,000,000円（貸倉庫、預貯金）

８ 予算の概要                                                        　　　（単位：千円） 適　・　否 
収　　入 支　　出 【基準】 

 ・生徒納付金収入　　　28,800 ・人件費　　　　　　 28,200 収支の均衡 
令 ・収益事業収入　　　　 6,960 ・事業運営費　　 　　 4,190  
和  ・翌年度繰越資金　　  3,370  
８   
年   
度   

    計        　　 　 35,760     計        　　   35,760
 ・前年度繰越資金　 　  3,370 ・人件費       　　  36,207 
令 ・生徒納付金収入　　　48,000 ・事業運営費　　　 　 5,680 
和 ・収益事業収入  　　 　6,960 ・翌年度繰越資金 　　16,443 
９   
年   
度   

    計          　 　 58,330     計        　　   58,330
 ・前年度繰越資金 　　 16,443 ・人件費　　　　　　 36,207 
令 ・生徒納付金収入　　  48,000 ・事業運営費　　　　  5,680 
和 ・収益事業収入  　　　 6,960 ・翌年度繰越資金  　 29,516 
10   
年   
度   

    計          　　  71,403     計         　　  71,403 



各種学校の設置認可について 

 

 　諮問第１２７８号（11）

区　　分 申 請 の 内 容 基準・備考

１ 名　　　称 　札幌インターナショナルスクール

２ 位　　　置 　札幌市東区北２６条東３丁目１番３５号

３ 設 置 者 名 　学校法人　フダアカデミージャパン　　理事長　堀部　真里

４ 目　　　的   本校は、学校教育法及び関係法令の趣旨に基づき、児童生徒一人ひとりの

学術的能力を伸長させるとともに、相互尊重、多文化共生、及び人権尊重の

精神を育むことを目的とする。さらに本校は、国籍、宗教、文化的背景、そ

の他いかなる違いによっても差別することなく、すべての児童生徒に開かれ

た教育機会を提供する。授業は対面によるものを基本としつつ、必要に応じ

て電磁的な方法を用いることができる。英語を中心とした国際的なカリキュ

ラムを通じて、地域社会及び国際社会に貢献できる人材を育成し、持続可能

な社会（SDGｓ）の実現に寄与することを目指す。

５ 設 置 時 期   令和８年４月１日

６ 修 業 年 限 
学　科 学　年 昼夜

 修業 学年 収容 
学級数

 
年間授業時数

 適　・　否 

   収 容 定 員 年限 定員 定員 【基準】 

　 授 業 時 数
幼稚部

 K1   10    ・収容定員80人以上 

K2   10 30 1  ・授業時数(昼間) 

 1年   10  　年間680時間以上

   初等部 2年･3年 昼 各1年 各10 20 1 年間750時間

4年･5年 各10 20 1

中等部
 6年･7年 各10 20 1

8年･9年 各5 10 1

合　　計 100 5

７ 教職員組織    区分   校長 教員 事務 学校医 計 適　・　否 

    専任   1 11 1 0 13 【基準】 

    兼任   0 4 0 1 5 ・教員数3人以上 

   合計   1 15 1 1 18

８ 校　　　地  面積　1,023.27㎡　　自己所有 適　・　否

９ 校　　　舎  面積　1,133.55㎡   構造 ３階建鉄筋コンクリート造　　自己所有 適　・　否 

 （内訳） 【基準】 

教室 特別 教員室 
保健室

 屋内運動 
その他

 
計

 ・1人あたり2.31㎡ 

(8室) 教室 事務室 スペース 　面積　231㎡

448.23㎡ 42.00㎡ 107.79㎡ 18.24㎡ 108.00㎡ 409.29 1,133.55㎡

10 校具・教具   校具・教具　381 点　　　　図書　417 冊 適　・　否

11 経 費 及 び 　生徒納付金及びその他収入をもって充てる。 適　・　否 

         　維 持 方 法 　納付金については、以下のとおり         　　　　　　　　     （円）

  区分  入学検定料 入学金 授業料 実験実習費

  金額  10,000 40,000 480,000 別途徴収



専修学校専門課程の廃止認可について 

 

 　諮問第１２７８号（12）

区　　分 申 請 の 内 容 基準・備考

１ 名　　　称  苫小牧高等商業学校

２ 位　　　置  苫小牧市若草町５丁目５－１５

３ 設 置 者 名  学校法人苫小牧学園　理事長　久井　ヒロミ　

 ４ 廃 止 理 由  平成１０年１０月に「授業停止届」を提出した時点から当該課程に在籍生徒

 はなく、現在も授業を停止しており、今後も専門課程の再開計画はないため

５ 廃 止 時 期  知事の認可日と同日

６ 修 業 年 限 
課程

 
学科名

 
分　野

 
昼夜

 修業 収容定員(人)
備　考

 適　・　否 

   収 容 定 員       　 年限 1年 2年 3年 計  

高等 総合ビジネス科
 

昼 ３年 120 120 120 360 【基準】 

商業実務 収容定員80名以上 

専門 タイプ科 夜 ２年 20 20 - 40 今回廃止
 

計 140 140 120 400

７ 生徒の処置   適　・　否 

　 方法  平成１０年１０月時点から現在まで在籍生徒はいない

８ 教職員及び  
専門課程の授業を停止しており、専門課程専任の教職員の在籍はない　　

 適　・　否

　 資産の処置
 また、専門課程が専有する資産等もない

　 方法

９ 指導要録等  保管者氏名　学校法人苫小牧学園　理事長　久井　ヒロミ 適　・　否 

 　 の保存方法

  保管場所　　苫小牧市若草町５丁目５－１５

 　　　　　　 学校法人苫小牧学園 保管室

 

 電話番号　　０１４４－３４－３１３５

10 備　　　考 適　・　否 



専修学校の設置者変更認可について 

 

 　諮問第１２７８号（13）

区　　分 申 請 の 内 容 基準・備考

１ 名 　称 旧  遠軽服装専門学校 適　・　否 

 

 新  同上（変更なし） 【基準】

 変更後の設置者が、

２ 位 　置 旧  紋別郡遠軽町岩見通北５丁目５番地５  原則として学校法人

  であること

新  同上（変更なし） （同時に専修学校廃

　止認可申請の手続

 旧  横山　秀子 　きを行っているた

３ 設置者名 　め、特例的に個人

新  櫻田　れい子 　への設置者変更を

　認めることとした

 　
旧設置者死亡のため

 　い。）

４ 変更の理由 
　また、設置者変更認可と同時に専修学校廃止認可の手続きを行うため

 

 
課程

 
学　科　名

 
分　　野

 
昼夜

修業 収 容 定 員 適　・　否 

 年限 1年 2年 3年 計 学級数  

５ 専修学校の概要
専門

 
洋裁科

 
服飾・家政 昼

 
２年

 
20

 
20

 
-
 

40
 

0
 【基準】 

 設置者変更の前後に

高等 洋裁科
 

服飾・家政 昼
 

３年
 

20
 

20
 
20

 
60

 
0
  おいて、学校の同一

 性を有すること

計 40 40 20 100 0

   学校の経営に要する費用は、基本財産、並びに運用財産中の不動産及

６ 経 費 及 び 維 持 方 法  び積立金から生じる果実、授業料収入、入学金収入、検定料収入その 

 他運用財産をもって支弁する。

７ 変更の時期  知事の認可日

８ 備　　　 考



専修学校の廃止認可について 

 

 　諮問第１２７８号（14）

区　　分 申 請 の 内 容 基準・備考

１ 名　　　称 　遠軽服装専門学校

２ 位　　　置 　紋別郡遠軽町岩見通北５丁目５番地５

３ 設 置 者 名 　櫻田　れい子（旧設置者：横山　秀子）

４ 設置認可日   昭和５１年１０月１日

５ 廃止の理由 　生徒数減少により、今後の運営が困難なため

６ 廃止の時期   知事の認可日

７ 学生の処遇 　既に募集を停止しており、令和７年８月３１日付けで全員卒業 適　・　否

８ 教職員の処遇   令和７年９月３０日をもって、教職員４名は全員退職済 適　・　否

９ 校地、校舎等 　個人立専修学校であることから、土地・校舎は設置者に帰属 適　・　否 

 　の 処 置 　残金は校舎の解体等の費用に充当し、残余金があった場合は設置者に帰属

10 指 導 要 録   保管者名　　櫻田　れい子 適　・　否 

  　 等 の 保 管   保管場所　  紋別郡遠軽町岩見通北５丁目５番地５

   　電話番号　　０１５８－４２－２３５１

 



各種学校の廃止認可について 

 

 　諮問第１２７８号（15）

区　　分 申 請 の 内 容 基準・備考

１ 名　　　称   札幌井上速算学校

２ 位　　　置   札幌市豊平区月寒東２条１６丁目２－２

３ 設 置 者 名 　大塚　哲男　

４ 設置認可日   昭和２６年３月２７日

５ 廃止の理由   生徒数減少により、今後の運営が困難なため。

６ 廃止の時期   知事の認可日

７ 学生の処遇 　既に募集を停止しており、令和７年３月３１日付けで全員卒業 適　・　否

８ 教職員の処遇   令和７年３月３１日をもって、教職員２名は全員退職済 適　・　否

９ 校地、校舎等 
　個人立各種学校であるため、残余財産は設置者に帰属

 適　・　否 

　 の 処 置

10 指 導 要 録   保管者名　　大塚　裕子（設置者の親族） 適　・　否 

　 等 の 保 管   保管場所　  札幌市豊平区月寒東２条１６丁目２－２　　

 






